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総
合
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る
基

本
構
想
は
、
以
前
は
地
方
自
治
法

に
よ
り
市
区
町
村
に
対
し
て
、
策

定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
方
分
権
改
革
の
取
り

組
み
の
中
で
、
国
に
よ
る
地
方
へ

の
義
務
づ
け
や
、
枠
づ
け
の
見
直

し
の
一
環
と
し
て
、
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成

　

年
８
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、

２３基
本
構
想
の
策
定
を
義
務
づ
け
て

い
た
規
定
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
方
分
権
の
一
環
と
し

て
、
市
区
町
村
の
自
主
性
の
尊
重

と
創
意
工
夫
の
発
揮
を
期
待
す
る

観
点
か
ら
措
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
従
来
の
総
合
計
画
と
は
根
本

的
に
異
な
る
方
針
や
計
画
に
よ
り
、

行
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
第
五
次
座

間
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
中
で
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
本
市
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
の
個
性
や
特
性
を
踏
ま
え
た
、

地
区
ご
と
に
単
独
で
取
り
組
む
課

題
や
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
地
域

別
計
画
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
当
局
の
見
解
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

企
画
財
政
部
長　

平
成　

年
度

２７

に
作
成
し
た
座
間
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
地
区
別
将
来
人
口
の
推
計
に

お
い
て
、
地
域
に
よ
り
異
な
る
特

徴
が
見
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
考
慮

し
た
地
域
別
計
画
に
つ
い
て
も
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

就
労
意
欲
や
就
労
経
験
が
乏
し

い
方
を
支
援
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
被
保
護
者
就
労
準
備
支
援
事

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
に
よ
り
就
労
に
結
び
つ
か

な
い
方
た
ち
に
と
っ
て
は
意
義
の

あ
る
事
業
だ
と
評
価
し
ま
す
が
、

就
労
意
欲
は
一
朝
一
夕
に
形
成
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
利
用
し
や

す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
社
会
生
活
の
自
立
を
目
指

す
支
援
策
と
し
て
、
就
労
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
事
業
に
取
り
組
む
自

治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
就
労
に

よ
る
自
立
が
困
難
な
場
合
で
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
地
域
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
社
会
の

中
で
の
居
場
所
が
で
き
、
就
労
意

欲
も
出
て
き
ま
す
。
被
保
護
者
が

自
立
へ
の
一
歩
を
踏
み
だ
す
た
め

の
支
援
策
と
し
て
、
就
労
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
事
業
を
被
保
護
者
就

労
準
備
支
援
事
業
に
位
置
づ
け
、

将
来
的
な
就
労
準
備
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

就
労
準
備
支
援
事

業
は
、開
始
し
て
間
も
な
い
た
め
、

ま
ず
は
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
個
別

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
課
題
の

あ
る
被
保
護
者
に
対
し
て
は
、

個
々
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
支
援
が

必
要
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
参
加
も
支
援
の
一
つ
と
考

え
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
陸
上
自
衛
隊
座

間
駐
屯
地
の
改
編
に
つ
い
て
、
自

衛
隊
の
部
隊
配
置
は
ど
う
な
っ
た

の
か
、全
容
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

国
と
の
旧
覚
書
第
１
条
で
は
自
衛

隊
の
人
員
と
区
域
が
制
限
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
改
定
さ
れ
た

新
覚
書
で
は
こ
の
条
項
が
削
除
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。と
は
い
え
、

南
関
東
防
衛
局
は
旧
覚
書
第
１
条

の
内
容
を
踏
ま
え
て
適
切
に
対
処

す
る
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
具

体
的
に
お
示
し
く
だ
さ
い
。ま
た
、

新
覚
書
で
は
特
に
著
し
い
部
隊
改

編
等
が
あ
る
と
き
に
は
事
前
に
座

間
市
の
理
解
を
得
る
よ
う
協
議
す

る
と
あ
り
ま
す
が
、
協
議
は
行
わ

れ
た
の
か
、
説
明
を
求
め
ま
す
。

　

本
市
の
総
合
計
画
で
は
、
キ
ャ

ン
プ
座
間
に
つ
い
て
、「
ま
ち
づ
く

り
の
上
で
の
阻
害
要
因
」
と
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
長
の
認
識

は
変
わ
ら
な
い
の
か
、
見
解
を
求

め
ま
す
。

　

市
長　

こ
れ
ま
で
南
関
東
防
衛

局
か
ら
情
報
提
供
さ
れ
た
こ
と
以

上
の
詳
細
な
情
報
は
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
。
自
衛
隊
部
隊
配
置
の
全

容
等
は
、
今
後
可
能
な
範
囲
で
情

報
提
供
を
引
き
続
き
求
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
部
隊
改
編
に
伴
う

協
議
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
行
う

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
に
つ
い
て
、
狭

隘
な
市
域
に
広
大
な
基
地
が
存
在

し
て
お
り
、
必
要
の
な
い
と
こ
ろ

に
つ
い
て
は
当
然
返
還
を
求
め
て

い
く
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
道
１
号
線
の
梨
の
木
坂
は
、

両
側
が
緑
地
保
全
指
定
を
さ
れ
て

お
り
、
緑
に
覆
わ
れ
、
横
穴
墓
群

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
梨
の
木
坂

の
上
か
ら
右
側
は
、
土
砂
崩
壊
対

策
と
し
て
、
矢
板
で
土
留
め
が
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
暗
い
印
象
が
あ

り
ま
す
。

　

座
間
の
１
号
線
で
あ
る
市
道
１

号
線
に
ふ
さ
わ
し
く
な
る
よ
う
に
、

矢
板
が
カ
ラ
ー
化
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。
例
え
ば
、
矢
板
に

「
ざ
ま
り
ん
」
の
イ
ラ
ス
ト
や
ヒ

マ
ワ
リ
の
絵
を
描
く
こ
と
や
、
近

く
に
あ
る
入
谷
小
学
校
の
児
童
に

絵
を
描
い
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
、

歩
行
者
の
癒
や
し
に
な
る
工
夫
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

既
存
の
土
留
め
工

で
あ
る
矢
板
の
カ
ラ
ー
化
や
イ
ラ

ス
ト
書
き
に
つ
い
て
は
、
描
画
さ

れ
た
絵
等
に
よ
り
車
両
運
転
者
へ

の
誤
認
識
を
与
え
る
可
能
性
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
交
通
管
理

者
か
ら
も
落
書
き
を
助
長
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
て

い
ま
す
の
で
、
現
状
の
ま
ま
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
解
消

に
つ
い
て
は
、道
路
に
隣
接
し
て
、

市
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
梨
の

木
坂
横
穴
墓
群
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
歴
史
文
化
の
環
境
保

全
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
研

究
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

４
人
に
１
人
が
高
齢
者
の
時
代

に
突
入
し
、
日
本
は
世
界
一
の
超

高
齢
社
会
と
な
り
ま
し
た
。
多
く

の
人
は
で
き
る
限
り
住
み
な
れ
た

地
域
や
自
宅
で
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、
医
療
や

介
護
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
地
域
生
活
を
支
え
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
や
、
地
域

で
の
支
え
合
い
に
よ
り
、
複
層
的

に
支
え
て
い
く
体
制
の
構
築
を
一

層
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
力
で
支
え
、
異
変
に
早
期

に
気
づ
き
命
を
守
る
仕
組
み
で
あ

る
見
守
り
は
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
在
宅
生
活
を
継
続
し
て
い
く
上

で
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。
高
齢
者

が
元
気
な
時
か
ら
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
つ
な
が
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
見
解
及
び
高
齢
者
見

守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
登
録
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
つ
い
て
、伺
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

安
心
し
た
積
極
的

な
外
出
に
よ
る
社
会
参
加
が
介
護

予
防
の
推
進
と
な
る
こ
と
や
、
地

域
の
方
々
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と

で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
地
域

包
括
ケ
ア
会
議
及
び
在
宅
医
療
推

進
会
議
で
、
有
用
性
に
つ
い
て
の

検
討
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
ケ
ア

会
議
等
を
通
じ
て
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
等
と
協
議
し
て
事
業

の
実
施
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

総
務
省
消
防
庁
は
、
平
成　

年
３０

１
月　

日
に
「
消
防
団
員
の
確
保

１９

等
に
向
け
た
重
点
取
組
事
項
に
つ

い
て
」
の
通
知
を
発
出
し
、
そ
の

中
で
大
規
模
災
害
に
限
定
し
た
機

能
別
団
員
で
あ
る
大
規
模
災
害
団

員
の
導
入
を
求
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
大
規
模
災
害
団

員
の
確
保
よ
り
も
、
災
害
時
に
資

機
材
や
復
旧
要
員
等
の
応
援
が
得

ら
れ
る
よ
う
協
定
を
締
結
し
て
い

る
団
体
と
の
平
時
の
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
、
有
事
の
機
能
性
を
高

め
る
こ
と
が
本
市
と
し
て
の
あ
る

べ
き
姿
だ
と
考
え
ま
す
。
本
市
は

昨
年
７
月
に
災
害
時
協
定
締
結
者

意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
協
定
を

締
結
し
て
い
る
団
体
と
の
間
で
防

災
事
業
報
告
や
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
意
見
交
換
会
の
反

響
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

災
害
時
の
協
定
を

締
結
し
て
い
る
団
体
に
は
市
総
合

防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
市
防
災
会

議
へ
出
席
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

平
時
か
ら
連
携
を
図
り
、
情
報
交

換
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

協
定
書
の
見
直
し
や
再
締
結
を
考

え
て
お
り
、見
直
し
に
つ
い
て
は
、

協
定
内
容
が
現
状
と
の
そ
ご
が
大

き
く
見
直
し
の
必
要
性
が
あ
る
場

合
、
協
定
内
容
を
進
化
、
拡
張
す

る
こ
と
に
双
方
が
合
意
し
た
場
合
、

緊
急
性
の
あ
る
場
合
な
ど
を
考
慮

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

熊
切　

和
人 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

梨
の
木
坂
付
近
の 

環
境
整
備
に
つ
い
て

　

伊
藤　

多
華 
議
員
《
公
明
党
》

高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で

地
域
生
活
の
安
心
を
！

沖
本　

浩
二 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

災
害
時
協
定
締
結
団
体
と
の 

連
携
強
化
に
つ
い
て
問
う

内
藤　

幸
男 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

地
域
の
特
性
を
考
慮
し
た 

地
域
別
計
画
の
検
討
を
！

安
田　

早
苗 
議
員
《
公
明
党
》

生
活
保
護
受
給
者
の 

自
立
支
援
に
つ
い
て

沖
永　

明
久 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

基
地
は
ま
ち
づ
く
り
の
上
で
の
阻
害
要
因

市
長
の
認
識
は
変
わ
ら
な
い
の
か
？

▽
６
月
１
日　

開
会
、会
期
決
定
、

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会

付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質
疑
・

委
員
会
付
託
、
請
願
及
び
陳
情
上

程
・
委
員
会
付
託
、
報
告
上
程
・

質
疑

▽
６
月
８
日　

一
般
質
問

▽
６
月　

日　

一
般
質
問

１１

▽
６
月　

日　

一
般
質
問

１２

▽
６
月　

日　

委
員
会
審
査
報
告

２５

･
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続
審

査
案
件
上
程
、
議
員
派
遣
、
議
員

提
出
議
案
上
程
・（
提
案
説
明
・
質

疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
）
省
略

・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
、討
論

は
、
次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

議
案
第　

号
〜
第　

号
に
対
す
る

４０

４５

質
疑
（
６
月
１
日
）

　

守
谷
浩
一（
日
本
共
産
党
）、
沖

永
明
久（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

総
括
質
疑
（
６
月
１
日
）

　

�
波
貴
志（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

守
谷
浩
一（
日
本
共
産
党
）、
松
橋

淳
郎（
ざ
ま
明
進
会
）、
加
藤
陽
子

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、
沖
永

明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

討
論
（
６
月　

日
）

２５

　

安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
）、
伊
藤
多
華（
公
明
党
）、

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
松
橋
淳
郎（
ざ
ま
明
進
会
）、

加
藤
陽
子
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
内
藤
幸
男（
自
民
党
・
い
さ

ま
）、星
野
久
美
子（
日
本
共
産
党
）

本本
会会
議議
のの
概概
要要


